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デジャビュの定義

今の経験に関して漠然とした過去にも経験したと不適切
に感じる主観的な印象 (Neppe, 1983)

調査方法:回想的記録

Neppe (1983) がインタビュー形式の質問紙を作り，Sno, 
Schalken, de Jonghe, and Koeter (1994) が改訂する．

• 短い質問
（デジャビュ経験はあるか？どの程度デジャビュ経験がある

か？）

• 長い質問
（量，質，文脈，など)

• 問題点
1. 調査の結果に関して，詳細が正確に述べられていない

2. 被検者に偏りがある（統合失調症，てんかん患者）

3. 超常現象（占星術，千里眼，幽体離脱など）と同様の扱い．

4. 信頼性欠乏（筆記とインタビューでは回答率が異なる）

調査方法:観察的記録

• Sno & Draaisma (1993)
– 大学在学中，デジャビュ経験をするたびに記録．

– 9ヶ月の間に42人中6人が計13のデジャビュ体験．

問題点

– 離人症体験と同様の扱い．

• Leeds (1994)
– 自身が12ヶ月にわたって144のデジャビュ体験を記録．

問題点

– 個人データであり一貫性がない．

調査方法:ケース記録

• 側頭葉てんかん患者と統合失調症患者は
デジャビュ経験が多い (Cutting & Silzer, 
1990; Sno, Schalken, & de Jonghe, 1992)．
問題点

– 患者ではない人と同質の体験なのか？

持続時間が長い (Neppe, 1983) ．

明らかになったこと：
デジャビュ経験の発生率

• 全体で67%，66%
（非臨床68%，70%．臨床55%，65%）



明らかになったこと：
デジャビュの頻度と新しさ

• デジャビュ経験がある人は，複数回経験し
ている (Kohr, 1980; Palmer, 1979)．

• “ほとんどない”，“時々ある”，“頻繁にあ
る”の比率
– だいたい4割，4割，2割くらい．

• 最近経験したのは？
– 月単位 だいたい10%～19%．一貫している．

– 年単位 14%～94%．一貫していない．

明らかになったこと：
デジャビュ経験の性質

• データ数が非常に少なく乏しい．

• Brown et al. (1994), Neppe (1983)
– 視覚的な刺激によって喚起し，数秒続く.

• Neppe (1983)
– 不安やちょっとしたストレスとともに．

• Brown et al. (1994)
– 体験した時少し驚きを伴い，時間的感覚が鈍る．

明らかになったこと：
年齢の違い 1

• 年齢とともに減少
（例外は10代）．

• 問題点

– 回答者の数が年代
によって異なる．

– 記憶力の違い．

明らかになったこと：
年齢の違い 2

明らかになったこと：
性別の違い

• デジャビュ経験の頻度における性別差は
一貫していない．

– 女性の方が多い．

– 男性の方が追い．

– 性別による違いがない．



明らかになったこと：
教育と社会経済的階級

• 教育を受けた年数が多いほうがデジャビュ経験
多い．
– 専門家，学生，聖職者はそれぞれ4割程度．

– 技術職，主婦，非技術職は3割程度．

• 経済的階級が上の方がデジャビュ経験多い．
– 9年は1割～2割，9－12年は4割ぐらい，13年は5割～6
割．

明らかになったこと：
旅行の頻度

• 旅行で新しい環境に出会う頻度が高い人の方
がデジャビュ経験が多い．
– 旅行をしない人（1割），1年間に1～4回する人（3割
～4割），1年間に5回以上する人（3割～4割）．

• 旅行頻度と教育と社会経済的階級は関係があ
るかも．

– 上の階級の人の方が旅行頻度が高い．

明らかになったこと：
ストレス，疲れ，不安，病気

• デジャビュ経験は，ストレスを感じている時，疲
れている時，不安を感じている時などに多い．

– 戦いに行くために行進をしている兵士がデジャビュ
経験多い．

• 旅行の時のデジャビュ経験とも関係するかも．

明らかになったこと：
夢，精神病理学

• 以前に見た夢とデジャビュは関係する．

– 夢を覚えている人はデジャビュ体験をしている．

– 夢を覚えていない人はデジャビュ体験をしていない．

– 夢の頻度とデジャビュの頻度の間に相関あり．

• 統合失調症の人にデジャビュ体験は多い．

明らかになったこと：
関連する現象（ジャメビュ）

• 客観的に見て熟知しているはずのことをま
るで新奇のように感じること．

– デジャビュの反対．

– 2つの現象は相関があるかも．

デジャビュの実験
Dual-Processing 研究

• 熟知性と検索
– 熟知性と検索は独立している．

• 記銘と検索
– 同時期には起こらない．

• 知覚と記憶
– 光と影のような関係

• 二重意識
– 外界情報から発生する意識と内部の感情から
の意識



デジャビュの実験
神経学的実験

• 側頭葉てんかん患者に多く見られる．

• 右半球と関係．

• 脳の情報伝達が遅れる（疲労，ストレス状
態）とも関係．

デジャビュの実験
記憶実験

• ソースモニタリング

– 外的ソースと内的ソースの混同

• 単一要素の熟知性
– 外界刺激のうちのどれか1つに対しての熟知度が高

ければ．

• 単一要素の感情連合
– 知覚に対して抱いた感情のどれか1つでも見に覚えが

あれば

• ゲシュタルト的な熟知性

– 全体的なシーンの熟知性高

デジャビュの実験
注意実験

• 知覚的流暢性

– 事前に類似した出来事を知覚していることが
影響．

• 不注意の盲目

– 事前の出来事を注意せずにみているため，現
在の出来事と区別ができない．

結論

• 大多数の人に経験あり（1年に1回くらい）

• 年齢とともに減少

• 以下の4つが関わる

1. 認知過程に関係する2つの機関を混同

2. 脳の疾患

3. 潜在記憶

4. 不注意


